
６月１０日に実施した水稲生育調査では、草丈やや短い、
茎数少ない、葉数やや遅れという結果でした。春先の多雨、
日照不足が影響したと見られます。
分げつを増やしていかなければ穂数不足で減収となって
しまいます。

今後は、「浅水管理」「飽水管理」で昼夜
の気温差を大きくし、分げつ発生を促して
ください。

飽水管理は、田面が高いところ
が露出する程度でＯＫです。田面
露出部分が乾かないように入水を
して、土壌の湿潤状態を保ちます。

【プラス】

ガス抜き落水の実施。一晩から２４時間程度田面を
露出させるだけＯＫです。今年はすでにワいています。
※ただし、除草剤等農薬散布後、７日間は落水禁止期間
ですのでその後実施してください。
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